
最終更新日 2025年4月28日

プログラム名
（40字以内）

団体名/所属

活動区分
国際交流体験活動,
フィールドワーク体験活動

希望する選考方法 書類審査のみ

募集人数 10人 選考対象 大学院学生を含む

活動方法

参加者に求めるもの

活動期間 2025/8/26(火)～8/29(金)の4日間 主な活動予定場所 タイ・バンコク

プログラム実施の目的

具体的な内容(800字程度)

【総額】参加するための
費用

【内訳】参加するための費用
(宿泊費)

【内訳】参加するための
費用(交通費)

【内訳】参加するための
費用(その他)

奨励金額(予定) 40,000円

備考

活動に関する関係資料の
ダウンロードサイト

応募団体を紹介するウェブサイト
等(団体で応募の場合)

この企画に対する担当者
(応募団体)の参加の有無

約50,000円前後　（バンコク市内交通費、食費1日約4,000円×4日間、現地シム(Wifi)、訪問先への諸費用、等）

B17

タイ伝統医療とヘルスプロモーション政策：グローバル化の未来を考える

教養学部タイ医学ゼミナール

オンラインを活用しつつ現地活動を行う

特に無し。

タイでのヘルスプロモーションにおけるタイ伝統医療の役割を学び、そのグローバルな応用可能性を考察する。

タイ伝統医療は、予防医療や健康増進のモデルとして、低コストで副作用や合併症が少なく、持続可能な健康管理方法を
提供しています。これにより、先進国や発展途上国を含む他国にとっても参考となる事例が多くあります。エビデンスに基
づく評価やSDGsへの取り組みが進む中、今後、国際的な貢献の可能性が高まっています。また、タイ政府は伝統医療を
文化遺産（WHO：世界の記憶、無形文化遺産）として保護し、国内での復興を進めるとともに、世界への普及にも力を入れていま
す。

本プログラムでは、タイ国内の政府機関、大学、病院、民間セクターを訪れ、タイ伝統医療に関する政策や実践を学び、その知見を
どのように他国に応用していけるかについて考察していきます。

1日目：タイ保健省およびバンコク都庁／タイ伝統医療を活用したヘルスプロモーション政策の実施状況を学ぶ。
2日目：マヒドン大学シリラート病院医学部応用タイ伝統医療センター（The Center of Applied Thai Traditional Medicine, Faculty of
Medicine, Siriraj Hospital, Mahidol University）／治療を目的としたタイ伝統医療の教育と実践を学び、学生と意見交換。
3日目：ワット・ポー・タイ伝統医学校（Wat Pho Thai Traditional Medical School）／タイ国内で長い歴史を有し、世界中から受講生が
集まるスクールで、リラクゼーションを目的としたタイ古式マッサージについて学びます。タイ古式ヨガやタイハーバル療法にも触れ
ながら、日常生活に取り入れやすい、安全でシンプルな技術を実技レッスンで体験します。
4日目：チュラロンコン大学医学部グローバルヘルス課（School of Global Health, Faculty of Medicine, Chulalongkorn University）／
健康のグローバル課題に対するヘルスプロモーションの多様なアプローチとSDGsとの関連性について学ぶ。これらの観点から、タ
イ伝統医療の利点を他国でどのように応用できるか について、ワークショップを通じて学生と意見交換を行い、ヘルスプロモーショ
ンに関する幅広い理解と応用力を高める。

※諸事情により訪問先やスケジュールが変更となる場合があります。
※バンコクで活躍する東京大学のOB/OGの先輩方との懇親会（夕食）も計画中。

※このプログラムは、教養学部タイ医学ゼミナールが主催し、バンコクのワット・ポー・タイ伝統医学校およびチュラロンコン大学医学
部グローバルヘルス課が共催する形で、特別に企画されたオリジナルの内容です。

約125,000円前後

約15,000円前後

約60,000円前後～

・タイ医学ゼミ受講の有無に関わらず応募可能。
・事前オリエンテーションへの参加必須。
・現地集合現地解散。
・旅行日程や準備についてサポート有。
・ある程度の英語会話力があるほうが望ましい。
・宿泊は1部屋２～４名の部屋になる場合もあります。
・諸費用は若干多めに見積もっていますが、為替変動により料金が多少異なる場合があります。
　予めご了承ください。

【問い合わせ先：宮原由佳／thai.igaku.zemi@gmail.com】

特に無し。

特に無し。

参加する

特に無し。
特に無し。

